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令和６年度世田谷区市民提案型協働事業

❷事業概要

項目 内容

団体名 世田谷ポートランド都市文化交流協会

事業名 マイクロ・コモンズ・スチュワードシップ

協働する担当課 みどり政策課／庁舎管理担当課／都市計画課／公園緑地課（本年度より）

事業の目的

本事業は、区民の「参加と協働」により、区のみどりを保全・創出するための活
動であり、草の根のグリーンインフラ整備活動である。
量・質・協働の三位一体の行政方針である「世田谷みどり33」に則り、特に質の
向上と協働の促進に資すべく、本事業を提案する。

事業の内容

本事業は、次の二つの部分から成る。
〈マイクロ・コモンズ〉
市民自らが管理・利活用する対象である、公有地として在在する地域の小規模な
自然資源をマイクロ・コモンズ（以下、MCという。）と呼ぶ。
MC1＝公道の緑地帯／MC2＝小規模緑地・公園／MC3＝新庁舎の広場と屋上庭園
〈スチュワードシップ〉
上記のMCの共同管理制度を、欧米各都市の先進事例として知られる「スチュワー
ドシップ制度」に倣ってこのように呼ぶこととし、その創設を目指す。



❷事業概要

本年度の主たる事業
（太字部分につき、 
            後ほど言及）

MC1： ① 区道はっけんどおりでの試行開始
 ② その他の活動団体・試行地の発掘

MC2： ① 区立峰松緑地での管理・利活用に際し、年間行動計画・実施報告等の実
  践形式を整備する

 ② その他の活動団体・試行地の発掘
 ③ 参考事例たる区立北烏山5丁目広場での活動のベンチマーク

MC3： ① 庁舎管理担当課との協働によるワークショップ開催
 ② グリーンアップサイル・プランターの研究（前年度試作物の品質・植物
  の生育状況の経過観察
 ③ ベンチマーク対象としてのゴバイミドリ「里山ユニット」の性能調査

スチュワードシップ： 研究の継続（ただし成果物の提出は次年度以降とする）

本事業が目指すもの

初年度に実施したシンポジウム〈グリーン・コミュニティの未来へ ～街の小さ
なみどりを市民の手で共治しよう！～〉において、基調講演を行った涌井史郎氏
（世田谷ポートランド都市文化交流協会 前会長・現顧問）の持論は「グリーンイ
ンフラは入口・グリーン・コミュニティが出口」である。
グリーン・コミュニティとは「ウエルビーングでクリエーティビティに満ちた都
市」像の謂いであり、「マイクロ・コモンズの創生はその第一歩」だとする。

当該事業はそのようなパースペクティブのもとに実施する。



参考： グリーンインフラ（前年度シンポジウム配布資料から抜粋）

適応策として、グリーンインフラの生態系サービスの活用機能を生かすことが重要！

雨水流出抑制
は、 もちろん
重要。 だが…

生態系サービ
スの活用も、、  
同じく重要。。

多くの市民の
生活に密着し

また
市民が参画し
やすいのは、、
こちらの側面

MCしかり。。



次年度以降へ向けて…今年度事業の位置づけ
https://x.gd/sNcPM

マイクロ・コモンズ
MC事例の開拓と実践

制度設計のための材料を集積

スチュワードシップ
素案策定

マイクロ・コモンズ・スチュワードシップ
総仕上げ

記念イベント（？）

マイクロ・コモンズ・スチュワードシップ
基盤の確立

初年度の集大成…シンポジウム

MC1    MC2             MC3



トピックス①…ＭＣ1

小さく始めて大きく育てる…コーシャハイム千歳烏山内道路も、最初は３間幅の試行から開始

区道はっけんどおり（粕谷）での活動

・昨年１０月に実施したＭＣ３ワークショップ参加者が、自宅付近の区道での活動を 
 開始すべく近隣住民に呼びかけグループを結成
・本年に入り、みどり政策課に相談、まずは「みどりと花いっぱい協定」締結 
・６月に区から苗の提供を受け植付～秋以降、対象地拡大を模索

当該公園管理事務所による整地が終了した現場



トピックス②…ＭＣ２

活動中の峰松緑地は、年間計画と実績の対照・報告書式の整備など「管理」体制を整える

新規活動地・団体の発掘  ベンチマーク対象： 北烏山５丁目広場

・桜木清掃部は、都道補助１２８号線で 
 の活動のほか、近辺の公園での活動 
 も続けており、ＭＣ２としての活動とす 
 るか、検討中 ・新設広場（整備中）での活動はＭＣ的



トピックス③…ＭＣ３

本年もワークショップを開催（テーマは未定・東棟屋上庭園は設計終了／西棟は時期尚早…）

グリーンアップサイクル・プランター ゴバイミドリ里山ユニット

・昨年１０月に実施したＭＣ３ワークショップで、レモン・イタリア松・ウェストリンギア
 などの樹木を植付けた。半年が経過し、これらはテラコッタ製や樹脂製のプラン 
 ターの樹木よりも生育状況がよい。 
・課題は外枠で、軽量・強靭な支持体が必要。里山ユニットを取り寄せ研究する。



参考： 竹内智子 千葉大准教授の見解（前年度シンポジウムでの発表から）

マイクロ・コモンズ／ローカル・コモンズ／グローバル・コモンズは、ひとつながりのものである！
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